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抄録：
　筆者は、明治・大正期に様々な雑誌に掲載された西洋クラシック音楽の作曲家の伝記情報に関
する調査を継続して行っている。本稿はその一部であり、大正期の音楽誌（『音楽界』をはじめ
とする 10 誌を対象とした）に掲載された、作曲家の伝記情報を扱った記事情報をまとめたもの
である。今後、大正期の音楽誌全体に関する調査を終えた際に、ここに収録した記事情報も加え
て分析を行う予定である。
Summary：
　The author is continuing research regarding biographical information of Western classical 
music composers through articles in Meiji/Taisho period. This article is a part of this research 
and covers article information regarding composers’ biographical information in music journals 
(ten journals such as Ongaku kai [World of music]) during Taisho period. In the future, after 
finishing research regarding whole music journals of Taisho period, the author plans to 
analyze them together with the article information listed in here.
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　筆者は、明治・大正期の様々な雑誌に掲載された作曲家の伝記情報に関する調査を行っており、
一部は発表済である（松村 2016，2017a，2017b）。本稿もその調査の一貫であり、大正期の音楽
誌に掲載された、作曲家の伝記情報に関する記事をまとめたものである。
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　なお、こんにち大正期の雑誌の記事情報について最も網羅的な情報を提供しているのは、「雑
誌記事索引集成データベース」（皓星社）であるが、本稿で対象とした雑誌のなかで『音楽と文学』
誌、『詩と音楽』誌以外の記事情報はそこに収録されていない（2017 年 10 月 9 日現在）。本稿の
刊行以降、情報提供を行いたい。
■参考文献など（著者アルファベット順）
井上和男 編 2009．『クラシック音楽作品名辞典 第 3 版』東京：三省堂．
国立情報学研究所．「学術コンテンツ登録システムオンラインマニュアル」〈http://www.nii.
ac.jp/nels/man/descript/standard.html〉（2017 年 10 月 9 日最終アクセス）．
皓星社．「雑誌記事索引集成データベース」（有料データベース，2017 年 10 月 9 日最終アクセス）．
松村洋一郎 2016.「明治・大正期の雑誌（音楽誌を除く）における西洋クラシック音楽の作曲家
に関する伝記情報 その 1」『国立音楽大学研究紀要』第 50 集，219-228 頁．
松村洋一郎 2017a．「明治期の音楽雑誌における西洋クラシック音楽の作曲家に関する記事目録」
『国立音楽大学研究紀要』第 51 集，225-236 頁．
松村洋一郎 2017b．「明治・大正期の雑誌（音楽誌を除く）における西洋クラシック音楽の作曲
家に関する伝記情報（その 2） 記事目録と分析」『音楽研究 国立音楽大学大学院研究年報』第 29 集，
33-49 頁．
音楽関係逐次刊行物所在目録 1992 年版編集委員会 編 1993．『音楽関係逐次刊行物所在目録 1992
年版』東京：音楽図書館協議会．
目録　大正期の音楽誌に掲載された西洋芸術音楽の作曲家に関する記事（その 1）
・本目録は、大正期の音楽誌に掲載された西洋芸術音楽の作曲家に関する記事のうち、本稿執筆
の時点で現物を確認した記事を一覧にしたものである。
・『音楽関係逐次刊行物所在目録 1992 年版』（音楽関係逐次刊行物所在目録 1992 年版編集委員会 
1993）を用いて、大正期に発行された音楽誌、及びその巻号を確定し、そののちに現物を確認し
た。そうして得られた記事情報をまとめたものが本目録である。ここでは、『クラシック音楽作
品名辞典 第 3 版』（井上 2009）に掲載されている人物を「作曲家」として扱った。
・実際に調査した雑誌、巻号のうち、前述の目録に情報が掲載されていないものについては、註
に調査を行った機関を記し、前述の目録への補いとした。
・記事は対象とされる作曲家ごとにまとめた。作曲家の配列は生年順とした。
・タイトルに作曲家名または作品名が含まれる記事を基本的な採録対象とした。ただし、タイト
ルにそれらが含まれない場合でも、少数の作曲家、作品（3～ 4 人、3 ～ 4 作品を目安とした）
を主題にしているものは採録し、内容が分かるよう、註を付した。
・2頁以上の記事を採録対象とした。ただし、連載記事全体でまとまった分量になるものはこの
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限りではない。
・原則として仮名遣いは原文のままとし、旧漢字は新漢字に改めた。表記できない文字は、［ ］
内に注記した。固有名詞についてもあえて統一はしていない。
・国立情報学研究所が示す基準により、目次とその記事が掲載されているページの情報が異なる
場合は、原則として記事掲載ページの情報を優先した（国立情報学研究所）。
・調査対象の誌名、巻号は以下の通り。採録対象の記事を含まない場合も調査したものは全て誌名、
巻号を挙げてある。1行目に刊行時期および巻号を、2行目に調査した巻号を記した。各種の情報、
およびその記載方法は前述の目録（音楽関係逐次刊行物所在目録 1992 年版編集委員会 1993）と
CiNii Books のデータを基にしている。
・音楽界（1）（2）（3）　1 巻 1 号（明 41．1）-6 巻 12 号（大 2．12）；147 号（大 3．1）-　東京：楽界
社　継続前誌：音楽新報，音楽　吸収前誌：楽壇
　　　5（8-12）［1912］，6［1913］；147［1914］-266［1923］
・音楽芸術（4）　1 号（大 14．11）-　［東京］：第一書房
　　　1［1925］-5［1926］
・音楽研究　1巻 1号（大 12．2）-　東京：音楽研究社
　　　1（1-5）［1923］
・音楽と文学　1巻 1号（大 5．3）-4 巻 7 号（大 8．8）　東京：音楽と文学社
　　　1［1916］-4［1919］
・音楽の日本　1巻 1号（大 10．10）-　大阪：音楽の日本社
　　　1（1-2）［1921］，2（1-2，4-7，9）［1922］
・歌舞（5）　東京：歌舞社
　　　46［1923］，51-52［1923］
・交響楽　1巻 1号（大 15．1）-　東京：日本交響楽協会
　　　1［1926］-2［1926］
・詩と音楽（6）　創刊号（大 11．9）-2 巻 9 号（大 12．10）　東京：アルス
　　　1［1922］-2［1923］
・ハーモニカ倶楽部　1巻 1号（大 15．8）-　東京：ハーモニカ倶楽部社
　　　1（1-4）［1926］
・洋楽研究　創刊号（大 11．6）-　東京：洋楽研究社
　　　1［1922］-6［1922］
■ルター , マルティン Luther, Martin（1483-1546）
津川主一「宗教改革とルーテルのコラール」『音楽芸術』第 3号（大正 15 年 1 月），26-43 頁．
■ヘンデル , ジョージ・フリデリックHändel, George Frideric（1685-1759）
千田時次郎「楽聖ヘンデル」『音楽界』第 148 号（大正 3年 2月），27-31 頁．
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千田時次郎「楽聖ヘンデル」『音楽界』第 150 号（大正 3年 4月），29-31 頁．
小泉洽「水の音楽」『音楽界』第 262 号（大正 12 年 8 月），63-68 頁．
ロマン ロオラン「ヘンデルの肖像」大田黒元雄訳『音楽芸術』第 3号（大正 15 年 1 月），2-23 頁．
■バッハ , ヨハン・ゼバスティアンBach, Johann Sebastian（1685-1750）
千田時次郎「独逸音楽の建設者バッハ」『音楽界』第 6巻第 4号（大正 2年 4月），14-19 頁．
「バツハの生立ち・結婚・芸術・死」法月歌客訳『音楽界』第 207 号（大正 8年 1月），6-8 頁．
高橋均「近代音楽に於けるバツハの地位 頗る抽象的にして、而も漠然たる」『音楽研究』第 1巻
第 2号（大正 12 年 3 月），10-15 頁．
■グラウン , カール・ハインリヒGraun, Carl Heinrich（1703/04-1759）
村上一郎「フアーニングとグラウンとアレビ」『音楽界』第 213 号（大正 8年 7月），36-39 頁．
■グルック , クリストフ・ヴィリバルトGluck, Christoph Willibald（1714-1787）
山本正夫「グルツクの二百年祭」『音楽界』第 153 号（大正 3年 7月），9-10 頁．
千田時次郎「グルツク」『音楽界』第 153 号（大正 3年 7月），15-20 頁．
呉竹園主人「歌劇梗概」『音楽界』第 172 号（大正 5年 2月），19-21 頁．（7）
■ピッチンニ , ニッコロ Piccinni, Niccolò（1728-1800）
響三郎「楽聖の面影」『音楽界』第 154 号（大正 3年 8月），9-19 頁．
■ハイドン , ヨーゼフHaydn, Joseph（1732-1809）
「サンサアンの手記（四）　ヨセフハイドンと『七つの言葉』」正司憲太郎訳『音楽界』第 232 号（大
正 10 年 2 月），7-10 頁．
■パイジエッロ , ジョヴァンニPaisiello, Giovanni（1740-1816）
村上一郎「ヘルレルとパイジエローとラツフ」『音楽界』第 214 号（大正 8年 8月），28-32 頁．
■サリエーリ , アントーニオSalieri, Antonio（1750-1825）
大田黒元雄「モーツァルトとサリエリ」『音楽と文学』第 4巻第 2号（大正 8年 2月），2-12 頁．
■モーツァルト , ヴォルフガング・アマデーウスMozart, Wolfgang Amadeus（1756-91）
千田時次郎「モツアルトは天より降らず 『モツアルトの楽風の源流』」『音楽界』第 6巻第 8号（大
正 2年 8月），22-26 頁．
高折周一「『魔笛』上場の苦心　（口絵参照）」『音楽界』第 6巻第 11 号（大正 2年 11 月），22-24 頁．
響三郎「楽聖の面影」『音楽界』第 149 号（大正 3年 3月），4-12 頁．
メリケ原作「モーツァルトのプラーグ行　（小説）」弘田親輔訳『音楽と文学』第 3巻第 4号（大
正 7年 4月），2-9 頁．
メリケ原作「モーツァルトのプラーグ行　（承前）」弘田親輔訳『音楽と文学』第 3巻第 5号（大
正 7年 5月），2-9 頁．
大田黒元雄「モーツァルトとサリエリ」『音楽と文学』第 4巻第 2号（大正 8年 2月），2-12 頁．
■ルージェ・ド・リール , クロード＝ジョゼフRouget de Lisle ,Claude-Joseph（1760-1836）
平戸大「護国の曲マルセユス作家の遺骸移転式」『音楽界』第 168 号（大正 4年 10 月），5-6 頁．
「『ラ・マルセイエーズ』と其物語（その一）」『洋楽研究』第 3号（大正 11 年 8 月），25-27 頁．
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「『ラ・マルセイエーズ』と其物語（その二）」『洋楽研究』第 4号（大正 11 年 9 月），51-55 頁．
■ベートーヴェン , ルートヴィヒ・ヴァンBeethoven, Ludwig van（1770-1827）
千田時次郎「ベートーフエン Beethoven」『音楽界』第 5巻第 12 号（大正元年 12 月），14-17 頁．
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紫香生「ベトーベンの為めに負贔の引き倒し　（フインク氏の評言より）」『音楽界』第 159 号（大
正 4年 1月），17-18 頁．
村上一郎「楽聖ベートーベン小伝」『音楽界』第 170 号（大正 4年 12 月），8-30 頁．
青波「桑港に於けるベトーベン銅像除幕式」『音楽界』第 170 号（大正 4年 12 月），49-51 頁．
二見孝平「後期印象派より観たるベートーヴエン（上）　カール・ホイツトマアの論文に依る」『音
楽と文学』第 1巻第 6号（大正 5年 8月），11-16 頁．
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小泉洽「ベートーフェン研究の興味ある諸問題」『音楽界』第 230 号（大正 9年 12 月），4-8 頁．
ヘンリー・テイ・フインク「偶像破壊者及び民主々義としての聖ベートフェン」法月歌客訳『音
楽界』第 230 号（大正 9年 12 月），9-12 頁．
「ベートーヴエンの生涯」『洋楽研究』創刊号（大正 11 年 6 月），1-30 頁．
小泉洽「赤裸のベートーフェン」『音楽界』特倍［第 259］号（大正 12 年 5 月），63-73 頁．
鈴木賢之進「ベートーヹの片眼」『詩と音楽』第 2巻第 5号（大正 12 年 5 月），82-86 頁．
木村荘八「ベートフェンの盤」『詩と音楽』第 2巻第 5号（大正 12 年 5 月），89-93 頁．
前田三男「英雄交響曲の批判的研究（一）」『詩と音楽』第 2巻第 7号（大正 12 年 7 月），48-52 頁．
前田三男「英雄交響曲の批判的研究（二）」『詩と音楽』第 2巻第 9号（大正 12 年 10 月），60-62 頁．
ロマン ロオラン「ベエトオヴェンの生涯」大田黒元雄訳『音楽芸術』第 5号（大正 15 年 3 月），
2-45 頁．
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81-85 頁．
梅津勝男「ゲェテとベートーヴェン」『交響楽』第 1巻第 5号（大正 15 年 5 月），14-15 頁．
■オベール , ダニエル＝フランソワ＝エスプリAuber ,Daniel-François-Esprit（1782-1871）
平戸大「ベルギー革命の烽火たりし歌劇 La Muett de portici」『音楽界』第 155 号（大正 3年 9月），
4-7 頁．
■フィールド , ジョン Field, John（1782-1837）
法月歌客「夜
ノクターン
曲の創始者ジヨン・フイルド」『音楽界』第 233 号（大正 10 年 3 月），11-15 頁．
■シュポーア , ルーイ Spohr, Louis（1784-1859）
村上一郎「スポーアの小伝」『音楽界』第 175 号（大正 5年 5月），7-12 頁．
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■シューベルト , フランツ Schubert, Franz（1797-1828）
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高折周一「連隊の娘を見て」『音楽界』第 149 号（大正 3年 3月），45-46 頁．
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■註
（ 1）調査にあたっては、復刻版（大空社刊）を用いた。
（ 2）ここに採録したもの以外に、第 176号から第 212号まで、作曲家を生れ月ごとにまとめて紹介する村上一
郎による記事が断続的に掲載されている。長い伝記も含まれるが、多数の作曲家を扱った回も多く、タイ
トルにも被伝者名が現れないため、採録しなかった。
（ 3）グノー（第 197号）、クライスラー（特倍［第 259］号）の特集号が発行されている。
（ 4）ベートーヴェンの特集号（第 5号）が発行されている。
（ 5）第 46、52号は、日本近代音楽館の所蔵分を調査した。
（ 6）調査にあたっては、復刻版（久山社刊）を用いた。
（ 7）オペラ《アルチェステ》および《アルミード》に関する記事。
（ 8）オペラ《アフリカの女》に関する記事。
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（12）オペラ《カルメン》に関する記事。
（13）帝国劇場でのオペラ《蝶々夫人》の上演に関する記事。
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